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「地域発・防災ラジオドラマ in 山古志 地震編」を放送 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

独立行政法人防災科学技術研究所（理事長：岡田義光）は、１２月に、「地域発・

防災ラジオドラマ in 山古志 地震編」（全２回）を放送します。当ラジオドラマは新

潟県長岡市を放送エリアとするコミュニティＦＭ局「ＦＭながおか」で放送されます。

また、放送済みのラジオドラマとその台本は、研究所のホームページから音声ファイ

ルをダウンロードしてパソコンなどでも聞くことができます。 

当研究所では、災害時に被災地に実際に起こることを住民主体で考えるための方法

として、地域の災害シナリオの作成を提案しています。２００９年７月より、新潟県

長岡市山古志地域の２つの集落で、シナリオ型ワークショップを行い、それを基にド

ラマの台本が作成されました。 

当研究所は、「災害シナリオ型ワークショップ」の開催や「地域発・防災ラジオド

ラマづくり」などを通じて、市民協働により地域の防災力を向上させる取組を支援し

ていきます。 

 

 

１．内容：別紙資料による。 

 
２．本件配布先：文部科学記者会、科学記者会、筑波研究学園都市記者会 

 

 

 

 

 【内容に関するお問い合わせ】 

 独立行政法人防災科学技術研究所 

 災害リスク情報プラットフォーム 

 研究プロジェクト 

 リスク研究グループ 

 長坂、坪川、須永 

電 話：029-863-7546 

【連絡先】 

 独立行政法人防災科学技術研究所 

 企画部広報普及課 

  佐竹、山科 

 電 話：029-863-7783 

 ＦＡＸ：029-851-1622 
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「地域発・防災ラジオドラマ in 山古志 地震編」を放送 
 

１．防災ラジオドラマの概要 

独立行政法人防災科学技術研究所（理事長：岡田義光）は、１２月から、「地域発・防災ラ

ジオドラマ in 山古志地震編」（全２回）を放送します。当ラジオドラマは新潟県長岡市を放

送エリアとするコミュニティＦＭ局「ＦＭながおか（８０．７ＭＨｚ）」から聞くことができ

ます。 

 

＜放送日程、放送局＞ 

第１話 １２月１日（火） ①ＡＭ１１：３０～ ②ＰＭ７：３０～ 

第２話 １２月２日（水） ①ＡＭ１１：３０～ ②ＰＭ７：３０～ 

 ＦＭながおか（８０．７ＭＨｚ）http://www.fmnagaoka.co.jp/ 

 

＜放送後のインターネット公開＞ 

放送済みのラジオドラマの音声とその台本は、研究所のホームページからダウンロードし

て、パソコンなどでも聞くことができます。 

「地域発・防災ラジオドラマ」 

http://bosai-drip.jp/etc/bosai-radio-drama.htm 

 

 

２．防災ラジオドラマ放送までの経緯 

２００４年１０月に発生した新潟県中越地震で大きな被害に見舞われた旧古志郡山古志村

は、現在長岡市と合併して再出発しています。当研究所の災害リスク情報プラットフォーム

研究プロジェクトでは、山古志地域にある１４の集落の中で、竹沢と梶金の２地区について、

長岡市山古志支所や地元ＮＰＯ法人と共に、災害リスクシナリオの作成を支援し、防災訓練

のシナリオに反映すると同時に、地域発の防災ラジオドラマの台本を作成し、今回、それら

に基づき防災ラジオドラマが放送されることとなったものです。 

防災ラジオドラマを作成するに先立ち、山古志地区の竹沢集落では２００９年７月より数

度にわたり住民参加による災害シナリオ型ワークショップが開催されました。ワークショッ

プでは、災害時に地域に具体的に起こりうる事態について、専門機関が出している各種被害

想定の資料や、前回の震災での経験などを踏まえた検討が行われ、地域の地図や航空写真な

どの資料も活用しながら、災害直後の住民による安否確認から地域の被害情報の集約、そし

て山古志支所への情報伝達まで、住民や自主防災組織、集落本部、支所の現地対策本部の各々

の視点に立って、時間の流れに沿った具体的な動き（シナリオ）が整理されました。 

今回のラジオドラマは、これらの整理された具体的な流れをそのまま反映したストーリー

で展開していきます。また、このシナリオは１０月１８日（日）に開催された長岡市山古志

地域の震災総合訓練における竹沢集落での自主防災訓練に活用されました。集落の地形や避

難困難な住民を想定して、行政が指定した公設避難所以外の自主的な避難場所に避難するこ
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とが検討され、訓練に取り入れられました。 

整理された具体的な動き（シナリオ）は、地元長岡市でアマチュア演劇集団を主宰してい

る脚本家の方に、防災ラジオドラマに向けた台本を執筆していただきました。その台本は住

民や行政の関係者に届けられ、事実関係に誤りはないか、不自然な状況がないかなどについ

て、コミュニケーションしながら確認が行なわれ、最終的に住民、地元 NPO、長岡市山古志

支所職員などの地域の主体の協働によって台本が完成しました。 

この台本に基づき、ＦＭながおかのスタジオにおいて、ラジオドラマの音声収録が行われ

ました。ドラマの声優には竹沢集落の星野区長兼自主防災会長、山古志支所の地域振興課の

方々、地元ＮＰＯ法人である長岡生活情報交流ネットのメンバーや、長岡市の市民劇団の方々

にも参加していただき、和気あいあいの雰囲気の中、収録が行われました。 

 

  

防災ラジオドラマ作成に向けた取り組み風景 

左：災害シナリオ型ワークショップ  右：ラジオドラマ収録 

 

  

防災ラジオドラマの脚本(一部) 
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３．今後の展開 

 当研究プロジェクトでは、住民参加によって災害シナリオを考え、それを基に地域発・防災ラ

ジオドラマづくりを行うことを提案しています。今後、このような市民協働の取組によって地域

の防災力の向上に繋がるよう、方法論の構築や仕組み作り等を支援していく予定です。 

 
 
＜ご案内＞ 

・ 12 月 10 日に東京国際フォーラムにおいて、第 2回災害リスク情報プラットフォーム研究

プロジェクトシンポジウム「防災力を向上する地域コミュニティの自治と絆 –リスクガバ

ナンスの高度化と災害リスク情報の活用–」を開催します。午後の部のパネルディスカッ

ションにおいて、山古志地域をとりあげますので、ご興味のある方はご参加下さい。 

http://bosai-drip.jp/sympo2009.htm 

 

・ 他の地域の防災ラジオドラマとして、「地域発・防災ラジオドラマ in 藤沢 鵠沼中学校区

地震編」、「地域発・防災ラジオドラマ in 藤沢 鵠沼海岸５丁目水害編」のドラマをウェ

ブサイトで聞くことができます。また、台本もご覧になれます。 

地域発・防災ラジオドラマ http://bosai-drip.jp/etc/bosai-radio-drama.htm 

 

・ 当研究プロジェクトホームページでは、研究活動の内容や各地域における活動内容、地域

の方の声を詳しく紹介した広報誌「リスク情報と地域防災」を発行しています。是非ご覧

下さい。 

広報誌「リスク情報と地域防災」 http://www.bosai-drip.jp/etc/riskg-magazine.htm 

 

・ プロジェクトの最新の活動は、メールニュース「BOSAI-DRIPニュース」で毎月 25 日頃に

配信しています。詳しくは下記URL をご覧ください。 

メールニュース「BOSAI-DRIPニュース」 http://www.bosai-drip.jp/etc/mail_news.htm 

 
 


